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SUNRISE-3は口径 1mの大型光学望遠鏡を用いた国際大気球太陽観測実験で、2022年に飛翔予定である。日
本は SUNRISE-3に搭載する焦点面装置として、Sunrise Chromospheric Infrared spectroPolarimeter (SCIP)を
開発中である。SCIPは高空間分解能 (0.21秒角)で多波長偏光分光観測を行い、太陽光球から彩層に至るシーム
レスな 3次元磁場・速度場情報を取得することで、恒星のプラズマ加熱・加速機構の理解を目指している。本講
演では科学要求を満たす光学性能を達成するために行った、光学アライメントの手法・結果について報告を行う。
SCIPはエシェル回折格子と二つの非球面鏡を主として構成される準リトロー型偏光分光装置で、850nmと

770nmの二つの波長帯を同時に観測する。また偏光ビームスプリッタを用いて、P偏光と S偏光の同時測定を行
う。口径 1m望遠鏡の回折限界を達成するためには SCIP単体の波面誤差として 48nm RMSが要求されている。
三次元測定器 (LEGEX-910)による機械精度での光学素子の調整を行った後に、光学測定によるアライメント

を行った。回折格子と非球面鏡の調整では波長可変レーザーを光源とした。回折格子では、5点の波長点を測定
し、波長方向のスリット像の傾きを評価してチルト調整を行った。非球面鏡 (カメラ鏡)の調整では、ターゲット
として、SCIPのスリットと直交するようにスリットを設置し、スポットの測定を行った。カメラをデフォーカス
させて、空間方向はコントラストを、波長方向はスポットの幅を計測することで、非点収差を評価した。また白
色光光源とロンキールーリングターゲットを用いた、SCIPの変調伝達関数の評価についても報告を行う。


